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Ｈ
第
一
期
（
一
八
七
一
年
～
一
九
一
一
一
一
年
）

部
落
解
放
運
動
に
お
け
る
「
近
代
」
は
、
一
八
七
一
年
、
い
わ

ゆ
る
「
解
放
令
」
の
年
を
起
点
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

八
・
一
一
八
の
「
解
放
令
」
を
「
欺
臓
的
改
革
」
と
し
て
、
真
の
解

放
を
と
願
っ
て
創
立
さ
れ
た
一
九
一
三
年
の
全
国
水
平
社
ま
で
を

一
期
と
す
る
。

こ
の
期
の
特
徴
は
、
部
落
解
放
の
た
め
の
運
動
が
自
由
民
権
運

動
の
影
響
の
も
と
に
め
ば
え
て
い
っ
た
。
福
岡
県
の
部
落
寺
院
浄

福
寺
の
住
職
ら
を
中
心
に
し
た
「
復
権
同
盟
」
二
八
八
一
年
）
、

自
由
党
の
松
木
正
守
ら
に
よ
る
大
阪
の
「
自
由
平
権
懇
親
会
」
二

八
八
二
年
『
高
知
で
一
八
八
三
年
に
結
成
さ
れ
た
「
西
谷
平
等
会
」

等
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
に
よ
り
も
一
九
○
二
年
和
歌
山
県
有
田
郡
教
念
寺

で
、
大
曰
本
仏
教
慈
善
会
財
団
募
金
の
た
め
に
訪
れ
た
西
本
願
寺

の
布
教
師
、
龍
華
智
秀
に
よ
る
差
別
発
言
が
、
部
落
大
衆
の
覚
醒

と
本
願
寺
教
団
に
た
い
す
る
抗
議
行
動
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
に
な

を
提
起
し
、
そ
の
時
々
の
代
表
的
事
例
の
紹
介
の
み
に
と
ど
め
、

本
題
に
入
る
こ
と
に
す
る
。

「
近
年
に
お
け
る
宗
教
界
の
差
別
事
件
の
概
要
と
課
題
」
が
、

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

近
年
に
お
け
る
「
宗
教
と
部
落
差
別
」
を
考
え
る
場
合
、
一
九

八
一
年
六
月
に
発
足
し
た
「
同
和
問
題
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連

帯
会
議
」
（
以
下
、
略
称
で
あ
る
「
同
宗
連
」
と
表
記
）
の
結
成
以

前
と
以
後
を
ひ
と
つ
の
区
分
と
す
べ
き
だ
と
思
う
。

理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
「
同
宗
連
」
の
結
成
は
宗
教
界

な
ら
び
に
宗
教
者
と
部
落
解
放
運
動
と
の
関
係
に
と
っ
て
、
｜
時

代
を
画
す
る
意
義
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
同
宗
連
」
結
成
以
後
に
限
っ
て
も
宗
教
教
団
お
よ
び
宗
教

者
に
よ
る
差
別
事
件
は
、
対
外
的
に
公
表
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も

宗
教
と
差
別
事
件

「
同
宗
連
」
結
成
以
後
の
概
要
と
課
題

￣ 

￣ 

、
￣ 

、

口
第
二
期
（
一
九
一
一
一
一
年
～
一
九
四
五
年
）

全
国
水
平
社
創
立
時
点
か
ら
、
一
九
四
五
年
の
二
五
年
戦
争
」

敗
北
に
い
た
る
時
期
で
あ
る
。

い
た
わ

「
こ
れ
等
の
人
間
を
勅
る
か
の
如
き
運
動
は
、
か
え
っ
て
多
く

う
ち

の
兄
弟
を
堕
落
さ
せ
た
事
を
想
へ
ぱ
、
此
際
吾
等
の
中
よ
り
人
間

を
尊
敬
す
る
事
に
よ
っ
て
自
ら
解
放
せ
ん
と
す
る
者
の
集
団
運
動

ｂ
し

を
起
せ
る
は
、
寧
ろ
必
然
で
あ
る
」
と
し
、
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、

人
間
に
光
あ
れ
」
と
結
ん
だ
「
水
平
社
宣
言
」
は
宗
教
者
を
中
心

っ
た
の
で
あ
る
。

「
彼
等
は
社
交
上
人
間
外
と
し
て
攪
斥
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る

虫
け
ら
同
様
の
エ
タ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
彼
ら
で
さ
え
こ
の

様
に
多
額
の
寄
付
を
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
御
参
詣
の
皆
さ
ん

は
い
づ
れ
も
立
派
な
人
類
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
充
分
寄
付
し
て

下
さ
い
」

僧
侶
に
よ
る
差
別
事
件
の
典
型
例
で
あ
る
。
広
範
な
部
落
大
衆

の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
小
生
の
心
事
は
、
平
等
慈
悲
の
光
明

中
の
生
活
を
す
る
人
々
に
貴
賎
上
下
の
差
別
あ
る
理
由
も
な
く
、

別
し
て
宗
教
家
の
眼
中
愛
憎
の
念
も
な
く
、
当
国
の
人
々
が
申
居

候
事
を
耳
に
し
て
、
無
念
無
想
知
ら
ず
知
ら
ず
一
言
あ
り
し
は
後

悔
も
後
の
事
」
、
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
「
反
省
」
の
弁
で
あ
っ
た
。

二
○
件
余
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

「
平
等
」
と
「
平
和
」
を
説
く
普
遍
的
宗
教
教
団
が
、
な
ぜ
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
く
り
か
え
し
、
し
か
も
悪
質
な
差
別
事
件
を
起
こ

す
の
か
を
解
明
す
る
の
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

実
は
本
稿
の
課
題
と
し
て
、
ほ
ん
ら
い
は
「
宗
教
と
差
別
事
件

ｌ
歴
史
的
経
過
と
課
題
」
と
し
て
、
近
代
史
総
体
の
な
か
に
宗

教
界
に
お
け
る
差
別
事
件
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
原
田
伴
彦
箸
「
宗
教
と
部
落
問
題
」
に
代
表
さ
れ
る
啓
発

書
を
は
じ
め
、
工
藤
英
一
箸
『
キ
リ
ス
ト
教
と
部
落
問
題
」
等
個

別
の
研
究
に
お
い
て
は
部
分
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
宗

教
界
全
体
を
視
野
に
お
い
た
資
料
の
収
集
と
分
析
が
な
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
紙
面
の
関
係
も
あ
り
「
宗
教
と
差
別
事
件
１

１
歴
史
的
経
過
と
課
題
」
の
一
部
と
し
て
、
四
期
に
わ
た
る
区
分

松
根

廩
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と
し
た
そ
れ
ま
で
の
融
和
運
動
に
た
い
す
る
拒
絶
で
も
あ
っ
た
。

「
部
落
民
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
絶
対
の
解
放
を
期
す
」
と
し
、

「
吾
等
は
人
間
性
の
原
理
に
覚
醒
し
人
類
最
高
の
完
成
に
向
っ
て

突
進
す
」
と
す
る
綱
領
を
採
択
し
、
「
部
落
民
の
絶
対
多
数
を
門
徒

と
し
う
る
東
西
本
願
寺
が
此
際
吾
々
の
運
動
に
対
し
て
抱
蔵
す
る

赤
裸
々
な
る
意
見
を
聴
取
し
其
の
回
答
に
よ
り
機
宣
の
行
動
を
と

る
こ
と
」
を
決
議
し
た
全
国
水
平
社
は
、
即
曰
東
西
本
願
寺
に
た

い
す
る
激
し
い
抗
議
行
動
を
ま
き
起
し
、
例
年
く
り
か
え
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

自
発
的
な
運
動
の
連
合
体
で
あ
る
全
国
水
平
社
に
と
っ
て
、
初

め
か
ら
明
確
な
「
宗
教
界
対
策
」
と
も
い
う
べ
き
方
針
が
あ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
運
動
初
期
に
み
ら
れ
た
差
別
者
に
た
い

す
る
個
人
糾
弾
が
大
半
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
界

に
た
い
し
て
は
当
初
よ
り
的
を
え
た
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
部

落
大
衆
を
あ
き
ら
め
の
渕
に
お
い
や
る
誤
っ
た
「
業
」
論
へ
の
批

判
で
あ
り
、
「
浄
土
三
部
経
」
の
ひ
と
つ
「
観
無
量
寿
経
」
に
お
け

る
「
施
陀
羅
」
観
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
つ
め
に
は
、

「
差
別
法
戒
名
」
へ
の
厳
し
い
指
弾
で
あ
っ
た
。

水
平
運
動
に
お
け
る
こ
れ
ら
宗
教
界
に
た
い
す
る
三
つ
の
指
摘

は
、
好
余
曲
折
を
へ
な
が
ら
も
今
曰
的
課
題
と
し
て
そ
っ
く
り
受

け
つ
が
れ
て
い
る
。
七
○
年
近
く
の
歳
月
を
思
う
と
、
あ
ら
た
め

て
宗
教
界
の
差
別
の
構
造
と
宗
教
者
の
差
別
意
識
の
根
強
さ
に
驚

四
第
四
期
二
九
八
一
年
～
今
曰
ま
で
）

第
三
期
の
区
切
り
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
同
宗
連
」
結

成
の
一
九
八
一
年
と
す
べ
き
だ
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
「
同
宗
連
」
の
結
成
は
「
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
差

別
発
言
事
件
」
（
い
わ
ゆ
る
「
町
田
差
別
発
言
事
件
」
、
一
九
七
九

年
）
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
二
年
近
く
前

に
始
動
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
機
熟
し
て
「
同
宗
連
」
の
結

成
に
い
た
る
ま
で
に
は
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
に
よ
る
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
曰
本
委
員
会
、
全
日
本
仏
教
会
、
そ
れ
に
町
田
氏
が
当
時
宗

務
総
長
を
つ
と
め
て
い
た
曹
洞
宗
に
た
い
す
る
糾
弾
闘
争
と
、
部

落
問
題
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
う
け
と
め
よ
う
と
す
る
宗
教
者
の

内
部
努
力
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

「
深
き
反
省
の
う
え
に
、
教
え
の
根
源
に
た
ち
か
え
り
、
同
和

問
題
解
決
へ
の
と
り
く
み
な
く
し
て
は
、
も
は
や
、
曰
本
に
お
け

る
宗
教
者
た
り
え
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
ひ
ろ
く
宗
教
者
お
よ
び

宗
教
教
団
に
実
践
と
連
帯
を
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
五

五
教
団
、
三
連
合
体
の
加
盟
の
も
と
に
結
成
さ
れ
た
「
同
宗
連
」

の
意
義
は
大
き
い
。

そ
の
理
由
の
一
は
、
た
し
か
に
糾
弾
を
契
機
と
す
る
も
の
で
は

あ
っ
た
が
、
「
部
落
差
別
の
事
実
を
自
己
自
身
に
か
か
わ
る
問
題
と

’ 

口
第
三
期
二
九
四
五
年
～
一
九
八
一
年
）

「
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
弾
圧
の
も
と
、
一
時
期
活
動
を
中

止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
水
平
運
動
は
、
敗
戦
後
の
一
九
四
五
年

一
○
月
い
ち
早
く
活
動
を
再
開
し
た
。
部
落
解
放
委
員
会
で
あ
る
。

こ
わ
れ
て
参
加
し
た
東
西
本
願
寺
の
融
和
運
動
を
含
む
活
動
家

も
、
宗
内
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
し
「
同
朋
運
動
」
と
し
て
根

づ
か
せ
た
。
宗
内
に
一
定
の
影
響
力
を
築
い
た
も
の
の
そ
れ
以
上

の
組
織
化
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
一
九
五
四
年
の
「
亀
川
村

差
別
事
件
」
で
そ
れ
を
契
機
に
西
本
願
寺
に
お
い
て
部
落
差
別
と

の
か
か
わ
り
に
お
い
て
仏
教
に
お
け
る
業
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
と
り
く
み
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
水
平
運
動
の

厳
し
い
提
起
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
度
も
論
議
さ
れ
な
い
ま
ま
に

き
た
「
業
」
論
が
、
三
○
年
余
を
え
て
初
め
て
論
議
さ
れ
た
こ
と

の
意
味
は
大
き
い
と
い
え
る
。

ま
た
解
放
運
動
の
指
摘
に
よ
り
、
「
賀
川
問
題
」
を
は
じ
め
と
す

る
諸
問
題
を
か
か
え
る
曰
本
キ
リ
ス
ト
教
団
、
幕
末
期
の
創
唱
宗

教
の
代
表
的
な
教
団
の
ひ
と
つ
で
あ
る
天
理
教
に
お
け
る
と
り
く

み
が
な
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。

ろ
か
さ
れ
る
。

「
同
宗
連
」
結
成
以
後
表
面
化
、
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
宗

教
関
係
者
に
よ
る
差
別
事
件
を
列
記
し
て
み
る
。
教
団
ご
と
に
ま

と
め
た
も
の
や
、
表
面
化
し
た
曰
時
で
記
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る

事
件
も
あ
る
の
で
実
際
の
発
生
時
期
と
異
な
る
こ
と
の
あ
る
点
を

あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

し
て
受
け
と
め
」
る
宗
教
者
に
よ
る
自
発
的
組
織
で
あ
っ
た
点
に

あ
る
。
そ
の
二
は
、
部
落
差
別
は
東
西
本
願
寺
と
差
別
事
件
を
起

こ
し
た
一
部
の
教
団
の
問
題
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
認
識
を
根
底
的

に
つ
き
く
ず
し
、
宗
教
者
な
ら
び
に
宗
教
教
団
に
と
っ
て
も
は
や

避
け
て
は
と
お
れ
な
い
課
題
と
い
う
認
識
を
か
も
し
出
し
た
点
に

あ
る
。
三
と
し
て
は
、
対
応
、
対
策
的
な
部
分
も
含
め
か
つ
て
な

い
ほ
ど
の
多
数
の
教
団
を
実
際
に
組
織
し
、
従
来
は
不
問
に
ふ
せ

ら
れ
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
教
団
と
部
蓬
』
差
別
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
ま
た
そ
れ
に
と
り
く
む
内
部
の
自
主
的
な
人
々
の
思
想

的
、
活
動
的
な
基
盤
を
生
み
出
す
素
地
を
つ
く
っ
た
こ
と
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
の
期
に
、
差
別
事
件
が
ひ
ん
発
し
、

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
内
部
告
発
や
協
力
に
よ
り
表

面
化
し
た
点
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

￣ 

￣ 

￣ 

、

Ｉ 



！ 
４９宗教と差別事件

4８ 

Ｈ
結
婚
・
身
元
調
査
に
関
わ
る
差
別
事
件
は
、
一
般
同
様
、
宗

教
関
係
者
の
場
合
も
件
数
的
に
も
多
い
。
と
り
あ
げ
た
事
例
で
は
、

②
の
曰
本
聖
公
会
中
川
差
別
発
言
事
件
、
③
の
念
法
真
教
差
別
発

言
事
件
、
⑧
の
広
島
県
曹
洞
宗
住
職
「
家
系
図
差
別
事
件
」
、
⑨
の

曹
洞
宗
「
家
庭
訓
」
差
別
図
書
事
件
、
⑮
の
「
同
宗
連
」
事
務
局

長
差
別
発
言
事
件
、
⑰
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
関
係
者
結
婚
差
別
事
件

等
が
こ
れ
に
あ
た
る
、
②
の
中
川
差
別
発
言
は
、
一
九
八
三
年
の

曰
本
聖
公
会
総
会
席
上
、
部
落
差
別
問
題
委
員
会
提
出
の
「
祈
祷

そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
つ
い
て
詳
述
す
る
紙
面
も
な
い
の
で
以

下
宗
教
に
お
け
る
Ｈ
結
婚
・
身
元
調
査
に
関
わ
る
差
別
事
件
、
口

教
義
に
基
づ
く
差
別
事
件
、
そ
の
③
と
し
て
「
悪
し
き
業
論
」
、
⑥

「
席
陀
羅
」
問
題
、
⑤
時
代
錯
誤
的
教
義
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
、
口
差
別
法
戒
名
を
め
ぐ
る
差
別
事
件
、
四
偏
見
、
無
知
、

無
関
心
に
基
づ
く
差
別
事
件
、
⑤
そ
の
他
、
の
五
項
目
に
整
理
の

う
え
代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。
も
ち
ろ

ん
、
差
別
事
件
の
内
容
に
よ
っ
て
は
い
く
つ
か
の
項
目
に
ま
た
が

る
場
合
も
多
い
。

駒
沢
大
学
差
別
落
書
事
件

⑪
一
九
九
一
年
二
一
月

世
界
救
世
教
「
差
別
教
義
」
事
件

①
一
九
八
一
年
一
二
月

高
野
山
真
言
宗
差
別
事
件
確
認
会
。
寺
本
良
染
著
「
戒
名
法
號

う
す
き
虫

の
附
け
方
及
び
解
説
」
、
清
浄
心
院
「
鳥
翻
沙
摩
明
王
差
別
お
札

事
件
」
、
『
仏
前
勤
行
次
第
」
、
「
真
言
宗
実
践
双
書
』
等
の
差
別

性
が
指
摘
さ
れ
る
。

②
一
九
八
三
年
五
月

キ
リ
ス
ト
教
の
曰
本
聖
公
会
、
中
川
秀
恭
司
祭
（
前
国
際
基
督

教
大
学
長
）
差
別
発
言
事
件
。

③
一
九
八
三
年
九
月

念
法
真
教
差
別
発
言
事
件
、
こ
れ
を
契
機
に
教
祖
の
「
法
話
集
」

に
不
適
切
発
一
一
一
一
口
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
表
面
化
。

④
一
九
八
三
年
二
月

天
理
教
機
関
誌
「
陽
気
」
差
別
事
件

⑤
一
九
八
四
年
六
月

弘
法
大
師
箸
『
性
霊
集
』
「
施
陀
羅
悪
人
」
問
題
表
面
化

⑥
’
九
八
四
年
七
月と
う
り

真
宗
大
谷
派
「
董
理
院
董
理
差
別
事
件
」

⑦
一
九
八
五
年
一
二
月

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
築
地
別
院
「
小
野
清
一
郎
差
別
発
言
事
件
」

⑧
’
九
八
五
年
二
一
月

広
島
県
曹
洞
宗
住
職
「
家
系
図
差
別
事
件
」

⑨
一
九
八
六
年
四
月

薑
改
正
の
件
」
審
議
中
に
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
天
皇

の
た
め
の
祈
祷
を
残
す
べ
き
だ
と
し
て
審
議
打
ち
切
り
を
求
め
た

中
川
秀
恭
が
、
「
私
は
自
分
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
自
分
の

娘
を
部
落
の
一
人
と
わ
か
っ
て
い
る
男
の
と
こ
ろ
へ
嫁
に
や
る
か

と
い
う
と
、
蹟
曙
す
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
私
は

関
西
の
方
の
方
を
か
な
り
知
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
警
戒
し
ま

し
て
…
（
以
下
略
）
」
と
発
言
。
の
ち
の
確
認
会
で
も
「
実
感
と
し

て
針
で
刺
さ
れ
る
よ
う
痛
み
は
感
じ
て
い
な
ど
と
強
弁
し
、
一

○
年
た
っ
た
今
曰
な
お
解
決
さ
れ
て
い
な
い
悪
質
な
も
の
で
あ

る
。「
自
分
の
子
ど
も
が
、
部
亜
落
の
人
と
結
婚
す
る
と
言
わ
れ
た
ら
、

社
会
的
な
重
荷
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
し
、
賛
成
す
る
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
。
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
困
難
だ
」
と
発
一
一
言

し
た
、
⑮
の
「
同
宗
連
」
事
務
局
長
差
別
発
言
事
件
も
内
容
的
に

は
中
川
発
言
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
事
務
局
長
の
所
属
す
る
天

理
教
の
回
答
書
は
、
そ
の
結
論
に
お
い
て
「
宗
教
者
は
社
会
に
与

え
る
影
響
の
重
大
性
に
立
っ
て
、
よ
り
厳
し
く
差
別
体
質
を
問
わ

れ
る
こ
と
を
重
ね
て
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
て

い
る
が
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

宗
教
界
な
る
が
ゆ
え
に
発
生
し
た
特
異
な
事
件
が
③
、
⑧
、
⑨

で
あ
る
。

天
台
系
の
新
し
い
教
団
で
あ
る
念
法
真
教
で
発
生
し
た
差
別
発

曹
洞
宗
「
家
庭
訓
」
差
別
図
書
事
件

⑩
一
九
八
七
年
五
月

曹
洞
宗
師
家
養
成
所
講
師
差
別
発
言
事
件

⑪
’
九
八
七
年
六
月

曹
洞
宗
伝
道
部
Ｋ
係
長
差
別
事
件

⑫
一
九
八
八
年
五
月

曹
洞
宗
「
眼
蔵
会
」
講
師
差
別
発
言
事
件

⑬
一
九
八
八
年
六
月

真
宗
大
谷
派
訓
覇
信
雄
差
別
発
言
事
件

⑭
’
九
九
○
年
六
月

真
宗
大
谷
派
「
清
沢
満
之
全
集
」
差
別
思
想
事
件

⑮
一
九
九
○
年
七
月

「
同
宗
連
」
事
務
局
長
差
別
発
言
事
件

⑯
’
九
九
○
年
二
月

曹
洞
宗
川
村
昭
道
宗
会
議
員
差
別
的
推
せ
ん
文
配
布
事
件

⑰
一
九
九
一
年
一
月

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
関
係
者
結
婚
差
別
事
件

⑱
一
九
九
一
年
四
月

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
の
「
差
別
法
名
」
表
面
化
。

⑲
一
九
九
一
年
四
月

曹
洞
宗
近
畿
管
区
差
別
発
言
事
件

⑳
一
九
九
一
年
五
月
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（
こ
の
し
ん
ど
ん
を
と
な
う
べ
し
こ
と
い
う
差
別
内
容
が
も
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
あ
り
が
た
い
お
札
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
一
九
八
一
年
に
わ
ざ
わ
ざ
活
版
印
刷
ざ
れ
販
売
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

「
性
霊
集
」
の
「
栴
陀
羅
・
悪
人
」
に
つ
い
て
も
明
白
な
差
別

性
を
含
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
真
言
宗
各
派
と
論
争
中
の
た
め
別

の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

ロ
の
、
と
し
て
は
、
⑭
の
「
清
沢
満
之
」
差
別
思
想
事
件
、
⑪

の
世
界
救
世
教
「
差
別
教
義
」
事
件
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

真
宗
大
谷
派
の
「
近
代
教
学
の
祖
」
と
仰
が
れ
、
教
団
改
革
派

の
精
神
的
支
柱
と
さ
れ
て
き
た
故
清
沢
満
之
の
全
集
に
収
録
さ
れ

て
い
る
「
平
沼
専
蔵
と
本
願
寺
法
主
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
法
主
批

判
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に
「
ヂ
ュ
ー
」
（
ユ
ダ
ヤ
人
）
や
「
穣
多
」

を
た
と
え
に
使
っ
た
典
型
で
あ
る
。

一
九
五
○
年
開
か
れ
た
世
界
救
世
教
の
開
祖
、
岡
田
茂
吉
に
よ

る
根
本
聖
典
『
天
国
の
礎
え
」
や
「
御
教
問
答
集
』
に
お
け
る
部

落
差
別
は
も
と
よ
り
障
害
者
差
別
、
民
族
差
別
、
職
業
差
別
、
性

差
別
等
の
お
び
た
だ
し
い
箇
所
に
わ
た
る
差
別
記
述
、
し
か
も
そ

れ
が
近
年
に
お
い
て
も
く
り
か
え
し
復
刻
さ
れ
、
信
者
の
曰
々
の

教
え
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
点
に
こ
の
事
件
の
深
刻
性
が
あ
る

と
い
え
る
。

⑫
の
曹
洞
宗
「
眼
蔵
会
」
講
師
差
別
発
言
事
件
も
仏
教
思
想
「
五

言
事
件
は
、
「
相
手
の
人
柄
を
よ
く
調
べ
よ
」
と
い
う
意
味
で
開
祖

が
常
日
頃
□
に
し
て
い
た
ヨ
コ
か
ら
も
タ
テ
か
ら
も
前
か
ら
も

後
ろ
か
ら
も
よ
う
調
べ
よ
」
と
い
う
指
導
を
か
つ
て
う
け
た
信
者

が
娘
の
縁
談
を
「
血
筋
」
の
問
題
と
理
解
し
た
こ
と
に
よ
る
人
権

侵
害
で
あ
っ
た
。
問
題
性
を
認
識
し
た
同
教
団
は
、
開
祖
の
「
念

法
法
話
集
」
の
中
に
お
け
る
不
適
切
語
や
誤
解
さ
れ
や
す
い
表
現

を
、
こ
れ
を
機
に
全
面
改
訂
し
旧
版
の
回
収
に
ふ
み
き
る
に
い
た

っ
た
。

広
島
で
一
九
八
四
年
発
生
し
た
⑧
の
「
家
系
図
差
別
事
件
」
は
、

檀
家
の
求
め
に
応
じ
て
曹
洞
宗
住
職
が
過
去
帳
を
も
と
に
家
系
図

を
作
成
。
も
ら
っ
た
檀
家
は
、
部
落
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
る
が
、

部
落
民
で
は
な
い
と
い
う
証
明
と
し
て
「
釣
書
」
に
添
え
娘
の
縁

談
に
使
っ
て
い
た
と
い
う
特
異
な
事
例
で
あ
る
。

部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
の
糾
弾
の
さ
な
か
、
こ
の
事
件
の
思

想
的
背
景
に
奇
し
く
も
一
致
す
る
内
容
の
「
家
庭
訓
』
が
復
刻
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
故
岸
沢
惟
安
の
こ
の
著
作

は
戦
前
の
天
皇
制
国
家
観
に
み
ら
れ
る
「
家
父
長
制
」
的
志
向
や

そ
れ
に
基
づ
く
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
的
考
え
方
に
つ
ら
ぬ

か
れ
て
お
り
、
血
統
尊
重
の
た
め
に
は
結
婚
粛
清
で
あ
る
べ
き
と

い
う
よ
う
な
身
元
調
査
を
す
す
め
る
か
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

記
述
さ
れ
た
戦
後
直
後
の
制
約
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
三
○
年
後
に

ま
た
ぞ
ろ
復
刻
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
根
の
深
さ
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い

Ｉ 口
の
差
別
法
戒
名
を
め
ぐ
る
差
別
事
件
が
、
慣
出
し
た
の
も
特

徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
①
の
「
真
言
宗
実
践
双
書
」
復
刻
事
件
、

⑥
の
「
董
理
院
董
理
差
別
事
件
」
、
⑩
の
曹
洞
宗
師
家
養
成
所
講
師

差
別
発
言
事
件
が
あ
る
。
差
別
戒
名
で
あ
っ
た
に
し
て
も
戒
名
が

あ
っ
た
だ
け
で
も
ま
し
と
す
る
旨
の
暴
言
を
骨
子
と
し
た
事
件
で

あ
る
。
⑯
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
「
差
別
法
名
」
の
表

面
化
も
、
事
件
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
地
元
運
動
関

係
者
の
一
五
年
に
も
わ
た
る
提
起
を
考
え
る
と
教
団
の
責
任
は
重

い
。
事
件
と
し
て
は
列
記
し
な
か
っ
た
が
、
真
宗
大
谷
派
に
お
い

て
も
、
ま
た
高
野
山
真
言
宗
に
お
い
て
も
「
差
別
法
戒
名
」
の
存

在
を
な
ぜ
か
隠
し
続
け
、
運
動
関
係
者
の
指
摘
に
よ
り
よ
う
や
く

報
告
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
度
重
な
る
指
摘
を
う
け
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
曰
蓮
宗
に
い
た
っ
て
は
、
「
自
主
的
と
り
く
み
」
を
た

て
に
し
誠
意
あ
る
対
応
を
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。

従
来
、
熊
本
県
矢
部
町
で
同
和
教
育
サ
ー
ク
ル
に
よ
り
指
摘
さ

れ
た
三
一
一
一
の
墓
石
の
う
ち
「
奴
隷
」
の
「
奴
」
に
点
を
ふ
し
た
「
奴
」

を
含
む
「
釈
尼
妙
桂
信
奴
」
一
基
の
み
を
差
別
法
名
と
し
あ
と
は

広
島
県
下
で
の
過
去
帳
に
お
け
る
差
別
添
書
を
認
め
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
の
徳
島
県
下
の
寺
院
に
お
い
て
「
妙

屠
」
、
「
猪
貫
」
、
「
孝
僕
」
、
「
革
心
」
、
「
連
寂
」
等
の
お
び
た
だ
し

性
格
別
」
説
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ロ
の
教
義
に
基
づ
く
差
別
事
件
の
う
ち
⑤
の
「
悪
し
き
業
論
」

に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
①
の
高
野
山
真
言
宗
関
係
の
う
ち
の
「
仏

前
勤
行
次
第
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
曰
々
唱
和
す
る
「
次

第
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
真
言
安
心
和
讃
」
の
「
過
去
に
造
り

む
く
い

し
報
に
て
盲
聲
暗
唖
の
輩
に
生
ま
れ
て
法
門
き
く
こ
と
も

も
れ

唱
う
ろ
こ
と
も
な
ら
ぬ
身
は
諸
仏
の
慈
悲
に
も
漏
ぬ
く
し
」
は
、

そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

先
に
ふ
れ
た
念
法
真
教
で
も
、
差
別
発
言
事
件
を
機
に
「
善
悪

因
果
和
讃
」
を
骨
子
と
す
る
「
極
楽
浄
土
建
設
和
讃
」
の
「
悪
し

き
業
論
」
に
関
わ
る
部
分
を
大
幅
に
削
除
し
て
い
る
。
ま
た
、
臨

済
宗
妙
心
寺
派
も
「
和
讃
」
の
改
訂
を
実
施
し
て
い
る
。

口
の
⑥
の
「
施
陀
羅
」
問
題
に
関
す
る
代
表
的
な
事
件
は
、
①

の
清
浄
心
院
「
鳥
翻
沙
摩
明
王
差
別
お
札
事
件
」
で
あ
る
。
清
浄

心
院
の
場
合
は
江
戸
時
代
に
木
版
印
刷
さ
れ
た
謂
の
中
に
「
若
人

見
死
戸
（
も
し
ひ
と
し
か
ば
ね
と
）
、
婦
人
産
生
虚
（
お
ん
な
の
う

ぶ
や
と
）
、
六
畜
産
生
虚
（
ち
く
し
ょ
う
の
う
ぶ
や
と
）
、
一
切
血

流
虚
（
い
っ
さ
い
の
ち
の
な
が
る
る
と
こ
ろ
と
）
、
或
遇
穂
多
羅
（
も

し
は
え
た
の
た
ぐ
い
の
）
、
屠
者
等
穣
人
（
け
が
れ
た
る
ひ
と
を

み
）
、
或
入
大
小
便
（
も
し
は
だ
い
し
よ
う
べ
ん
じ
よ
）
及
一
切
穣

虚
（
い
っ
さ
い
の
け
が
れ
た
る
と
こ
ろ
に
い
ら
ぱ
）
、
謂
此
解
脱
兜

ろ
｡ 

’ 
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す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
神
道
に
よ
る
「
機
れ
」
意
識
に
根

ざ
し
た
差
別
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
多
く
の
場
合
、

祭
礼
か
ら
の
排
除
、
氏
子
か
ら
の
除
外
に
た
い
す
る
被
差
別
部
落

の
側
か
ら
の
闘
い
は
、
宗
教
に
よ
る
差
別
そ
の
も
の
を
問
題
に
し

て
い
る
場
合
は
意
外
に
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
い
わ
ば
人
間
と

し
て
の
基
本
的
な
生
活
権
の
獲
得
闘
争
と
し
て
闘
わ
れ
て
き
た
面

が
強
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会

に
報
告
し
た
い
。

今
回
、
第
四
期
に
あ
た
る
、
「
同
宗
連
」
結
成
以
後
の
事
例
に
目

を
通
し
て
き
た
が
、
い
く
つ
か
の
驚
く
べ
き
事
実
に
つ
き
あ
た
る
。

水
平
社
結
成
以
後
、
宗
教
界
に
厳
し
く
求
め
ら
れ
て
き
た
闘
い

の
一
一
一
つ
が
、
今
も
な
お
差
別
の
事
実
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
誤
っ
た
「
業
論
」
「
栴
陀
羅
観
」
の
是
正
で
あ
り
、
差

別
法
戒
名
の
改
正
問
題
で
あ
る
。
七
○
余
年
に
わ
た
る
提
起
に
こ

た
え
ら
れ
ず
に
差
別
事
件
を
く
り
か
え
す
教
団
、
そ
の
背
景
と

し
て
の
教
義
と
教
団
体
質
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
「
信
仰
さ
え
し

て
い
れ
ば
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
」
と
で
も
い
う
べ
き
「
信
心
第
一

主
義
」
に
固
執
し
て
い
る
宗
教
者
自
ら
の
姿
勢
を
見
つ
め
る
べ
き

で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
宗
教
者
が
お
ち
い
り
や
す
い
社
会
性
の
欠

落
を
、
宗
教
者
の
社
会
的
責
任
に
お
い
て
は
た
し
て
ほ
し
い
。

四
の
事
例
と
し
て
は
、
④
、
⑦
、
⑬
、
⑯
、
⑲
等
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

「
糾
弾
、
糾
弾
と
い
っ
て
部
落
解
放
同
盟
が
本
部
に
し
つ
つ
こ

く
お
し
か
け
た
」
旨
の
発
言
の
④
の
天
理
教
の
事
件
。
宗
門
役
員

選
挙
に
際
し
、
友
人
の
推
薦
文
に
「
糾
弾
会
を
開
催
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
堂
々
と
渡
り
合
い
解
放
同
盟
（
実
際
は
東
曰
本
同

和
会
－
１
筆
者
注
）
を
納
得
さ
せ
る
と
い
う
技
を
や
っ
て
の
け
た

事
が
あ
り
ま
す
。
全
国
の
宗
会
議
員
の
誰
し
も
が
及
ば
な
い
力
量

の
持
ち
主
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
一
文
を
配
布
し
た
。
⑯
の
曹
洞

宗
の
事
例
は
、
運
動
に
た
い
す
る
無
知
と
偏
見
を
物
語
っ
て
い
る
。

稟
泉
・
築
地
本
願
寺
で
行
な
わ
れ
た
仏
教
文
化
研
究
会
公
開
講

演
会
で
の
「
東
本
願
寺
の
近
く
に
特
殊
部
落
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

古
来
の
宗
教
が
残
っ
て
い
る
（
要
旨
上
と
い
う
⑦
の
事
例
は
、
同

様
の
無
知
と
偏
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
発
言
者
が
東
大
名
誉
教

授
、
法
務
省
特
別
顧
問
で
あ
る
小
野
清
一
郎
に
よ
る
も
の
だ
け
に

重
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
部
落
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
て
ま
き

こ
ま
れ
た
経
験
を
も
つ
宗
教
者
が
宴
席
で
、
「
穣
多
は
嫌
い
だ
」
と

い
差
別
過
去
帳
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
今
、
徹
底
的
な
調
査
を
再

開
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
次
調
査
を
完
了
し
た
曹
洞
宗
以
外
の
伝

統
仏
教
教
団
に
共
通
す
る
緊
急
調
査
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い

え
る
。

Ｊ１’ ’ 
国
の
事
件
と
し
て
、
⑪
と
⑳
の
事
例
を
あ
げ
て
お
く
。
⑪
の
事

例
は
宗
教
関
係
団
体
の
中
で
女
子
職
員
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
行
為

を
く
り
か
え
す
な
か
で
差
別
言
動
を
く
り
か
え
し
た
も
の
で
あ

る
。
⑳
は
宗
門
大
学
に
お
け
る
「
穣
多
・
非
人
・
避
妊
」
と
い
う

落
書
事
件
で
あ
る
。

発
言
し
た
の
が
⑲
の
事
例
で
あ
る
。
典
型
的
な
偏
見
に
よ
る
差
別

一
一
一
一
口
動
で
あ
る
。

社
会
的
影
響
力
の
点
か
ら
も
そ
の
後
の
対
応
か
ら
も
衝
撃
を
与

え
た
の
が
、
⑬
の
真
宗
大
谷
派
訓
覇
信
雄
差
別
発
言
事
件
で
あ
る
。

「
同
和
、
靖
国
や
つ
と
る
ひ
ま
が
な
い
」
を
は
じ
め
職
業
差
別
や

女
性
差
別
、
障
害
者
差
別
を
く
り
か
え
し
た
こ
の
事
件
は
、
先
に

と
り
あ
げ
た
清
沢
満
之
の
教
団
改
革
の
継
承
者
を
自
負
す
る
「
難

波
別
院
差
別
事
件
」
当
時
の
宗
務
総
長
に
よ
っ
て
、
し
か
も
「
自

己
と
は
何
ぞ
や
と
い
う
自
己
究
明
こ
そ
が
大
事
」
と
い
う
解
放
運

動
に
た
い
す
る
無
理
解
と
、
信
仰
さ
え
し
て
い
れ
ば
す
べ
て
解
決

で
き
る
と
い
う
「
信
心
第
一
主
義
」
に
根
ざ
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。

一
八
七
一
年
の
「
解
放
令
」
以
後
、
と
り
わ
け
一
九
四
五
年
に

い
た
る
時
期
に
お
け
る
宗
教
関
係
の
差
別
事
件
は
、
神
社
に
関
係

四
、

Ｂ６判２５６頁１，８００円（税別）今日の部落差別の実態、解放運動の総括、さらに国際的な人権擁護の観点から第三期の運動のあり方を大胆かつ具体的に提起する。Ａ５判１６２頁１，６００円（税別）’九八七年以降の各地で実施された実態調査等の集計を図表で解説。
四六判２５０頁１，５００円（税別）部落の女性たちが語る差別との闘いの半生記。
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